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特集北上山地アラカルト

北上山地地質区と

火成岩の概観

音囲尚(地質部)片田正人

(元所員岩手大学教育学'部)

1はじめに

北上山地には古生代･中生代の地層がひろく分布し

ている｡とくに北上山地南部に分布する地層からシ

ルル紀にはじまる各地質時代の化石が豊富に産出し細

かい層序が組みたてられ発達吏も明らかになっている.

日本最古のシルル紀(以前はゴットランド紀といった)

化石が小貫(1937)によって日本ではじめて発見され

ひころいちかみいたよう

たのは現在の岩手県大船渡市目頃市町上板用の樋口沢

である(写真1).そ一の後南部北上山地の層序や化石

の研究がさかんに行われ花開岩･変成岩の研究も数多

く発表されている.

日本列島のおもな骨格を作っているのは本州(稜父)

地向斜堆積層でその地質時代は古生代中期から中生代

前期にわたっている.この地層の多くはチャ』トを

はさみ層序の組み立てが難しく化石の産出も稀であっ

て細かい時代区分はほとんどできていないといってよい.

林(1969)がチャｰトからコノドント化石を抽出する

方法を開発してから各地の本州地向斜堆積層からコノ

ドントが発見されるよう､になってはいるが全国的にそ

の層序･時代が明らかにされるには程遠い状態にある.

しかしそのような中で南部北上山地の古生層はひ｡

ように異質であって秋吉･青海石灰岩などとともに

層序の細分化石の産出層準および地史などカミひじょ

うによく研究されている.しかし北部北上山地の古

中生層は他の地域の本州地向斜堆積層そのもめで

一口にいえばチャｰト相の地向斜堆積物から珪りその

実体がわかりはじめたのは第二次大戦終了後である.

探求のきっかけをつくったのは地団研専報no.4(渡

辺(万)1950)同no･5(湊1950)であり北上山

地南部型北部型古生層の岩相対立チャｰト帯の存在

帯状配列構造など北上山地全体の研究に指針を与え

また北上の地質の本質をとらえたものであった.さ'ら

に岩手県地質図(10万分の1)とその説明書(1956)

の刊行があった.これは北部北上山地に居を踏みいれ

た地質調査として最初の成果といってよい.

南部北上山地の古生層については湊ほかの多くの詳

細な層序と化石の研究カミあり中生層については志井出

稲井市川(浩)滝沢.杉本などの研究があって'同本

の古･中生層の層序生層序の標準となっている.そ

れらの研究はおびただしい薮にのぼりまた多面的なも

のであってそれを紹介することはかんたんでぽない.

写輿婁畢級磯源(翻濁一砦嫌闘単飯綜村逝伽泌飽約陸部

と沿岸部との分水簾をつくる)

写真1樋口沢シルル紀(唄称ゴットラ1■ド紀)石灰岩一天然紀念勧
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北上山地の地質の全貌なり概観を知るためにはMIMT0

etal.(1965)小貫(1969)市ノ11ほか(1970)湊(1974).

などの著書や論文を参考にしていただきたい.層序･

化石の研究のほかに戦後の北上山地の研究で特色あるも

のを挙げれば柴田(賢)河野･植閏によりやりとげ

られた花騎岩類の放射年代の測定がある.また花陶

岩類の研究も加納片岡石原金谷蟹沢などによっ

て行われ北上山地花陶岩の全体像がとらえられている.

また早池峯山･宮守などの超苦鉄質岩体については大

貫などの研究カミある.ここでは北上山地の地質にそ

れぞれ異なった生いたちをもつ区域分けができるので

それに焦点をあてることにしたい.

2北上山地古･中生層の南部型･北部型岩相対立

盛岡から北上山地を横断して陸中海岸にむかう交通

機関として盛岡一宮古一釜石をつなぐ国鉄山田線や

盛岡一岩泉盛岡一久慈間を走る国鉄バスがある.そ

れらの路線ぞいに露出する岩石がほとんど北上山地北

部型古･中生層である.粘板岩･チャｰト･砂岩がほ

とんどであり葛巻とか岩泉久慈渓谷荏とでは火山

岩類や石灰岩が多くなり岩泉石灰岩の延長は約60㎞に

達する.盛岡一宮古間の列車で車窓から展望すれぱ

ほとんど粘板岩･砂岩･チャｰトの露出を眺めることに

なる.これが北上山地北部型の岩相の典型である.

そして車窓からはほとんど眺めることができ恋いが

はやちね

山岡線平津戸駅付近の南側に早池峯山の連峯がありこ

れを南へ越えると南部型古生層の領域に入ることにな

おおはざま

る.早池峯山南方の大迫付近ではチャｰトが消えう

せ石灰岩が目につくようになる.早池峯山はカンラ

ン岩や蛇紋岩枚どの超苦鉄質貫入岩からできているが

これが北部型と南部型の岩相の境い目となっていること

がわかる.宮古市南西方の北部型古生層ははさまれ

る石灰岩レンズから紡錘虫化石が発見されその時代

は二畳紀前･中期であるが南部型古生層の同時代の地

かωくら

層は坂本沢統･片倉統であってこれらは石灰岩･砂岩

･粘板岩といった組み合せからなりそのほか礫岩があ

りところにより砂鉄層･石墨化した炭層をはさむとい

った岩相をもちチャｰトはまったく見られず北部型

との違いはひじょうにきわだったものである.

このような岩相の対立は湊(1950)によってはじめ

て明らかにされたものである.それによると北部北

上山地には南部にはほとんど見られない多量のチャｰ

トの存在が認められる.そしてこのようにおびただ

しい量のチャｰトをもつ岩相が関東山地や西南目本外帯

にもひろく発達することが述べられている.そのうえ

南部型と北部型の岩相の境界地域には超苦鉄質貫入岩

などカミ発達することが言及されている.

北上山地南部型古生層はシルル紀から二畳紀にわた

り多種多様な化石を豊當に含む石灰岩･砂岩･粘板岩

や礫岩･火山岩類などから構成されている(第1表).

うすぎぬ

薄衣礫岩という花陶岩巨礫をもつ特徴的た礫岩をはじめ

いくつかの層準に礫岩層の発達がありしばしばその下

位には堆積間隙や地層の削象屹示す不整合が認められる.

デボン紀層下部中部および石炭紀層下部には火山岩類

の発達がみられるが北部型岩相にあるチャｰトはほと

んどない.南部型古生層の全体の厚さは積算してお

よそ10,O00mにおよぶ.南部北上山地の中生層も浅

うれいら

写真3岩泉町宇霊羅山培泉石灰岩の一部からなる

洞は写真右尾根後方の山裾にある

有名な石灰洞龍泉

写真4早池峯山�
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第1表南部北上山地古生煽の鰯序

樽作地貰系統
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統火ノ土階

㌵ね
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日犬.般階
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｣l1内層

留変成完了の渚翔

黒色粘板岩簿い凝灰

岩と一紫岩をはさむ

ユ500㎜一

目立鉱山榔峯山を模

式地とするレプタイ

ト800㎜(十)

粘板岩上下に塞栓凝

灰岩およびケラトフィ

ヤ凝灰岩7001n

ケラトフィヤ･ラタイ

ト凝灰岩石灰岩レン

ズ400m

放散虫チャｰト60m

石灰糧･粘板岩互層

㌰ね
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商珊層

川内幅

:篇瑚1

r地層学｣第2版付表の一部を掲載〕

海成一部河川成の地層でおもに砂岩･礫岩･泥岩か

ら注ゆ不整合がいくつもの層準に認められる.

これにたいして北上山地北部型古･中生層は葛巻構

造線と田老構造線によって北部北上帯(主として二畳

紀層からなる)岩泉帯(主として三畳紀一ジュラ紀層

からなる)田宅帯(主として後期ジュラ紀一初期白亜

紀層からなる)に分けられる(第1･2図).これらの

各帯の地層はチャｰト･粘板岩･砂岩を主とし火山

岩･石灰岩をところどころにはさむ厚い一連の地向斜堆

積層である.石灰岩レンズからまれに紡錘虫などの

化石が発見されるが北上山地北部型吉･中生層からの

化石はひじょうに少租くコノドントもいまのところ産

地は限られている.

このように南部型古･中生層は浅海成相を主とし

中生層には一部河川成相があり大陸縁辺(エビゴンチ

ネシタル)相であり正確にはブブノフの易動陸棚相に

あたるといってよい.これにたいし北部型古･中生

層は火山岩類の発達する優地向斜相である.さきに例

をあげた宮古市西方の北部型二畳紀前･中期の地層は

10,000mを超える厚さをもつのにたいし南部型の同時

代の坂本沢統･片倉統の厚さは平均して約2,000mで

ある.

田老
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鰯､1牡船渡

囲･下関

麗･

翻､･

踊･L_｣缶､

第1図

北上山地の地質区分

1田宅帯

2岩泉帯

3北部北上帯

11早灘構造帯

6南部北上帯

7超苦鍍質貫入砦

TTL囲老構造線

KTL葛巻構造線

HTB早池峯構造帯�
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盛岡

転,)l
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3北上山地南部型･北部型岩相区境

界一事池峯構造帯と白亜紀初期火

山岩

以上のよう校北上山地の南部型･北部型岩相

のいちじるしい対立差異はどのようにしてもた

らされたかまた両者の岩相の境界はどこに

求められるかというのカミ北上山地中央部の地

質の課題であった･まえに述べたように湊

(1950)が両者の境界は超苦鉄質貫入岩体とい

う見通しをたてていたがその後広川･吉田

･大和カミおこ匁った5万分の1の地質図の野外

調査でそれが正しいことが確かめられた.す

なわち北上山地の超苦鉄質(超塩基性)貫入

岩体のうち外側弧状体刑(早池峯山一五葉山

を結ぶ)によって南部型と北部型の岩相がま

えに述べたような関係で分かれることが判明し
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ことが明らかになった.つまり南部北上山地の坂本

沢統に対比される.粟林層の石阪岩礫砦の礫中から発

見された石炭紀化石は石炭紀前期の小川層あるいは

その上位にあったと推定される石炭紀後期の地層から削

蜘さ枇て二1二次的に粟林層のなかに運びこまれたものと

判断される､こ¢)削制期は南部北上山地の二畳紀前

娃楚まい

期坂本沢統の基底にある不整合で示される世田米摺曲と

よばれる地殻変動グ)蹄期と一致ナる.このことによっ

て南部北上山地においで二盤紀に先だっておこった地殻

凌動が早池峯構造帯に及んでいたことが明らかである.

(吉田･片国1964)

た(広川･吉田1954).のちにこの外側弧状体列の超

苦鉄質貫入岩は特徴ある地層に限って貴入することが

わかり早池峯構造帯とよぶことになった(吉囲･片田

���

こかわ

皐池峯構造帯は小川層･栗林層からなっている(第

3図および第2表).前者はひじょうに厚い(5,ooO血十)

玄武岩溶岩･火砕岩を主とする地層と石灰岩とからなり

石灰岩からは石炭紀前期後半の鬼丸世のさんご化石を産

出する.火山岩類を主とする地層からは化石を産しな

いが岩相からみて南部型古生層の鬼丸統下位の下部石

炭紀層に対比されると考えられる.一方栗林層は砂

岩･粘板岩を主とし珪長質凝灰質岩をともない石灰

岩二礫岩と数m以下のチ十]ト小岩体をはさんでいる.

石灰岩円礫からは石炭紀のさんご化石を産出し礫間を

充墳する石灰質泥質部から二畳紀前期の紡錘虫P脇ゐ一

3Cんωα雛ブ加αハ刎40伽舳16〃αの化石を産する.この

紡錘虫化石によって栗林層は二畳紀前期の地層である

壬襲涯

阜池峯構造帯が超苦鉄質貫入岩と密接に関係すること

はまえに述べたとおりであり貴入岩の分布は早地峯

構造帯の小川層･栗林層に限られる.超苦鉄質貫入岩

はこのほか目詰一気仙沼構造線にそう當守岩体や一

ノ関･水沢東方の主に母体変成岩にとも祖うものがある.

これらは早池峯岩体とともにカンラン岩を主体とし

おそらく深部マントルから貫入してきたものである.

早池峯構造帯は深部裂か帯とみられる.

早池峯構造帯の外縁断層の以北および以東には北部

北上帯のチャｰトを多量にふくむ優地向斜梱が分布する.

さきに述べたとおりこのなかに二畳紀前期の化石が発

見される.南部北上山地一早池峯構造帯一北部北上山

地にかけて二畳紀中頃における地質断面を模式的に

復元したのが第4図である､二畳紀層下位の地層の榴

曲構造がやや誇張されているがこれは先二畳紀の枇田

米摺曲を示すものである.早池峯構造帯の前身ともい

'える当時の隆起帯(内地背斜)によって南部型(石灰

岩を特徴とする)と北部型(チャｰト相)とに砦相が分

化したことを現わしている.Marsha1工KAY(195五)の

有名荏アパラチア地向斜の復元断面図があるが第4図

に示される断面はそれに比べ規模がひじょうに小さい

けれど{)類似の地向斜模型といってよかろう.

早池峯構造帯は古生代だけでなく白醒紀初期まで商

部型･北部型の岩相を分ける働きをしていた.ただし

べ圭

南音庫⇒ヒ.上二±也一自]余斗

1国2霞3匿

石灰宕チャｰ一ト玄武衿類

�

㌔＼

≒＼

一5

一1o

一一→一単池峯二く一一北部北上km

構j釧1隆起帯地庁1｣斜(優地向斜)

第4図

あ躍諾鞭簑灘驚蕃

二将紀坂木沢石炭紀ド納f炭紀綱図(鯛1975)

鬼九'以ドの地層�
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写真5陸中海岸一関老町真崎からの展望

絶壁を作るのはおもに陸中層群で

とくに最上部原地山層(デイサイト安山砦類および堆積岩)が

白亜紀初期の火山活動は南部･北部北上山地に共通し

ておこっている.北上山地南端の金華山対岸山鳥から

かぶ

北端八戸市蕪島まで太平洋沿岸に断続的にその露出カミ

おもと

ある.北山崎や小本付近の陸中海岸国立公園の景観を

つくる絶壁はこの時期の火山岩類とそれをはさむ砂岩

･頁岩･チャｰトから作られている.この地層は陸中

層群とよばれる地向斜堆積層であるが火山岩はデイサ

イトが主で安山岩がそれにとも放っている.南部北上

にいづき

山地の牡鹿半島山鳥や気仙沼市大島新月に分布する白

亜紀初期の火山岩は安山岩･玄武岩からなっている.

火山岩類の大半は海中での火山作用の産物であるカミ最

上部には陸上で生じた火砕岩や溶岩がわずかたがら認め

られる.

一般的にみて火山岩は薄く地表をおおうだけである

から長い地質時代には削剥されて地表から姿を消して

しまうことが多い.それをみれぱ北上山地の火山岩

も太平洋沿岸地帯だけでなく本来はもっと広く内陸

部にも分布していたかもしれない.現に遠野市東方

一ノ関東方のものはこの時期の火山岩類とされている.

この火山岩類をふくむ地層陸中層群は白亜紀初期高知

世ごろの時代とされ白亜紀アプト世後期の宮古層群に

不整合におおわれる.この火山岩の放射年代測定につ

いてS副趾TAet組1.(1978)の報告がある.それによ

ると三陸海岸に分布する白亜紀初期の安山岩･デイサ

イトの年代は113～119m.y.を示し層序の時代とほぼ

一致し多少それより若いのは花騎岩による熱変成の影

響であろうということである.

4大島造山運動

北部北上山地陸中海岸ではところどころに前期白亜

紀後半の宮古層群が分布している.この地層はうえ

に述べたようにジュラ紀後期一白亜紀初期の陸中層灘を

傾斜不整合におおっている.そして陸中層群以下の

地層を貫入しいちじるしい接触変成作用を与えている

北上山地の花闇岩類をも不整合でおおっている.

この不整合は北海道目高造山帯中の蝦夷地向斜堆積

層基底の不整合と時期的に一致する.大島造山運動の

時期に日高造山帯にも同期の地殻変動があったことは確

かである.しかしながら北上山地では大島造山は白

亜紀宮古層群堆積前に榴向変形断層運動超苦鉄質

貫入岩の避大花闇岩貫入および接触変成作用をともな

いながら運動をおこしたが宮吉層群堆積後は安定化し

たといってさし支えない.それにたいし目高造山帯

では蝦夷地向斜堆積後さらに古第三紀層堆積後も大

規模校押し被せ構造をともなう榴曲運動があり目高･

神居古潭変成岩の形成新第三紀の花筒岩貫入というよ

うにひじょうに息の長い造山運動を示している･こ

のように両地域の相違はひじょうに大きなものである･

とくに北上山地側では目高･神屠古潭変成帯の形成の

ような著しい変成帯の形成は見られ狂いのが特徴的で

大島造山は未成熟な造山過程で終ったといってよかろう･

ただし北上山地の古･中生層には登米スレｰトで

とくに有名なスレｰト野開がみられる.これは大島造

山運動にともなう一つの事件である.スレｰトは北上

山地が造山圧をうけた際古･中生層に舜開が発達して

生じたものである.努開の発達程度は場所により強

弱があり強いところでは千枚岩質になっている.南部

北上山地の登米町･雄勝町･陸前高田市雪沢などに分布

する登米層はほとんど泥岩からたるために平行状の

みごとな壁開の発達が認められる.そのためこの地

域のスレｰトは採掘されタイルなどに用いられている.

北部北上山地では千枚岩質の部分にアルカリ角閃

石やスチルブノメレｰンの存在が知られるている.こ

の鉱物は比較的高圧下で晶出した可能性がある.しか�
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多い.海岸段丘面の発達がみごとであるカs

この地域の南の宮古市から山困町にかけては発達がわるく在る

しこの地質学的意義はまだよくわかっていない.

ひがみ

5北上山地の変成岩と基盤岩問題一氷上花

閨岩

も足い

母体変成岩･鵜の木変成岩･壼の沢変成岩

母体変成岩は前沢東方に分布する変成古生層である.

主に凝灰岩起源･泥質岩起源の千枚岩･片岩で溶岩起源

のものもあり緑色片岩相に近いラン閃変成作用をうけ

ている.す租わちか放り高圧下で生じたものである.

源岩としては非変成の上部デボン紀層に移化するどい

段丘面は南に傾斜するとみられる

(信州大学山下界教授撮影)

写真6母体変成岩水沢市鵜ノ木新田

う説とデボン紀層より下位の地層ではないかとする説

がある.したがって変成作用の時代はデボン紀後期

より以前がも知れないしそれ以後かも知れない.た

だし新しくなってもやはり古生代であろうと信じられ

ている.

鵜の木変成岩も母体変成岩の付近に露出し母体変成

岩よりは変成度の高い片岩類である.他の地層との関

係がわからないため源岩･変成作用の時期とも不明で

ある.しかし産状や他地方の変成岩との岩相上の比

較から母体変成岩と同じく古い時期の変成岩と考える

意見が多い.

壷の沢変成岩は次に述べる氷上花商岩中に捕獲岩

として存在する片麻岩である.源岩･変成作用の時期

はもちろん氷上花闇岩直前ないしそれ以前である.

写真7鵜ノ木変成岩水沢市鵜ノ木新困�



氷上花開岩一先シルル紀基盤岩間魑

この花嗣岩ほど論争の種になっている花陶拷はないで

あろう.大船渡北酉に分布していて現在でも多く.の

地質学者をなやませている.

一般に比較的粗粒で片理をもっている.場所によ

っては片甥が強く片麻岩様で鏡下では貴入時の圧砕作

用の証拠が認められる.とくに壁岩と拶)擦触部では強

く圧砕されて細粒化している.岩体に知った艦乱(破

砕)作用は貴人後まで引き続きそのため広範囲にわ

たって変質鉱物を生じている.

壁岩との接触部はほとんどの部分カミ様々の規模の断

層にたっている.しかし大野部落西方にはデボン紀

層の中に明瞭に貫入している例がある.ところがその

接触地点でも壁岩に対する接触変成作用の証拠がはっ

きりしたい.少なくとも壁岩中に黒雲母は生じていた

レ､一

上記のような貫入機構や貫入時の物理的条件の特異

性だけではなく氷上問題を非常に複雑にしているのは

貫入時期に関してである.というのはシルル紀一デ

ボン紀の地層中に氷上花開岩に極めてよく似た花嗣岩

礫や花筒岩起源の砂岩が認められるからである.こ

のデｰタだけからすると氷上花陶井はシルル紀以前に

は貫入していたと考えたくなる.しかしこれは上にの

べた貫入関係の事実と矛盾する.

なお同位体年代は約3億5千万年前デボン期末で

ある.

6北上山地火成岩概観

北上山地とくに南部北上山地は分布する古･中生

層に化石を多産するため日本の古･中生層研究の発祥

の地となった.一方この地方の火成岩もまたいくつ

かの特異性を持っているためやはり古くから研究対象

にされてきた･たとえば貫入岩では鳥越のケンタレ

ン岩･宮守の蛇紋岩などという名称は1910-20年代か

ら有名で濠)った.

そ∵にれから各地質時代の火成岩を整理してご

く大ざっぱにそれぞれの特徴をあげてみよう.

超苦鉄質岩

超苦鉄質岩は構造線や構造帯に沿っておそらく深

部のマントルから貫入してきたものである.早池峯構

造帯に沿う早池峯岩体や目詰一気仙沼構造線に沿う宮

守岩体がよく知られている.両岩体ともカンラン砦

を主体とする.

写真8壷ノ沢変成岩

北上山地深成岩

北上山地の深成岩群は単純に北上花陶岩と呼ばれる

ことが多いけれども産状や岩質は多岐にわたっている.

これら深成岩は北上山地全体の約弘の面積を占める,

多くの岩体はは祖ればなれの孤立した岩体として貫

入している(第5図).したがって一つ一つの岩体の

賢人機構の研究を進めやすい.南部北上山地の比較的

大型の岩体たとえば遠野岩体などは巨大な雫状をな

して浮上して来たとされている.

南部北上山地北半部や北部北上山地東部には遠野岩

体･千厩岩体･宮吉岩体･田野畑岩体などが小型バソ

リスの規模で露出している.しかしその他にももっ

と小規模の多くの岩体が北上山地全体に轍在している.

これらの1岩体は斑レイ岩･閃緑岩

うな岩体ではマグマから早期に晶

出し一た若布と末期に最幽した岩石

茨た広い視野から眺めると北上

莚鱗一…土1地の深成岩体は化学成分カミ地域

く苗そして北上山地脚線のたと

宝､襲われた一戸岩体ではとくにカリウ

陸前商周布氷上山(地質榔野沢保筑撮巌)�
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第5図北上山地白亜紀花筒岩類の分帯区分(片岡197名)

ム昊石に當み日本ではめずらしいモンゾニ岩を産する.

接触変成岩

深成岩体の周辺には大小規模の接触変成帯が取りま

いている.そして場所によっては教科書的な変成分

帯が可能である.たと麦ば遠野花開岩南部の接触部

では変成度の低い方から高い方へ向ってクはリトイ

ドｰ黒雲母一紅柱石･婁青石一珪線石で特徴づけられる

ホルンフェルスが分布する.

ひとかぺ

また宮守超苦鉄質岩と人首花筒岩との接触部では

宮守砦体中にMgOに富む角閃石･輝石･カンラン石

が晶出している.
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